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研究成果の概要（和文）：本研究では教師が現場での授業実施の情報共有に用いている学習指導案を対象として，従来
のような学習指導案に記述されている言葉での検索や内容などに関するキーワード検索では無く，授業の流れとその設
計意図に基づく検索を可能にすることを目指した．
その成果として，実際に教師が用いている学習指導案をOMNIBUSオントロジーに基づいてモデル化し，授業の目標やサ
ブ目標で検索するためのメタデータを作成すると共に，それを学習指導案から自動的に推定するためのシステムを構築
した．

研究成果の概要（英文）：The goal of this study is to develop a process-oriented database of lesson-plans. 
Lesson-plans are document that teachers describe the plan of a lesson for sharing among teachers. The 
existing databases are based on terms in lesson plans or metadata about the content and the target. This 
study focuses on the process of lesson, that is, flow of actions of teachers and learners and design 
rationale of it.
The result of this study is models of real lesson-plans based on OMNIBUS ontology that can be access with 
the goal or method of lesson and a system to generate such metadata.
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１．研究開始当初の背景 
教育の分野では，授業設計を共有する媒体
として学習指導案というものが作られてい
る．これは実施する授業の背後にある教育意
図を教師間で共有するために作成される．特
に日本において発達してきた研究授業と呼
ばれる教師同士での授業の相互観察とそれ
に基づく議論において資料として利用され，
近年では研究授業の有効性はアメリカなど
他の国でも認識され，実践され始めている[1]． 
学習指導案の共有は，WWW の普及によ
って以前に比べて広範囲化，高度化している．
例えば，教育情報ナショナルセンター
(NICER)で公開しているデータベース
eCase[2]では，HTML化もしくは PDF化し
た学習指導案に対し，IEEE Learning Object 
Metadata (LOM)を利用して科目や単元，学
年などの学習内容の観点で簡単に整理して
公開している．しかし，学習・教授方法に関
する情報については記録されていないため，
例えば，動機付けの割合が高い授業や学習者
主導もしくは教師主導の授業といったもの
や，より細かく，動機付けにおいて学習者に
自信を持たせるようにする授業を検索する
といったことはできない．本研究課題ではこ
の学習・教授方法に注目し，学習・教授プロ
セスにより学習指導案を整理する． 
教育に関する標準化技術においても学
習・教授プロセスの記述と共有に注目が集ま
っており，その中心にあるのが IMS 
Learning Design (LD)規格である．この規格
では，学習資源（学習用のコンテンツやサー
ビスなど）の利用の流れを学習者とその学習
を支援する人（教師など）の活動の階層構造
として記述することで，学習・教授プロセス
の意図の明示化と同時に，実行環境での実行
を可能にしている．このアプローチは，学習
指導案に記述されている学習・教授プロセス
の記述にも活用でき，上記の学習・教授方法
に関する検索を可能にするとも考えられる．
しかし，そのためには大きな課題もある．
IMS LDの目標はデータの共有と実在する学
習・教授プロセスの許容である．つまり，共
有のための形式は規定するが，記述内容につ
いては深く規定しない方針である．この記述
内容の自由さの要求が諸刃の剣となり，IMS 
LD は徐々に受け入れられつつも，記述のガ
イドラインが欠けているという指摘もなさ
れている． 
 
２．研究の目的 
本研究課題の目的は，教育分野と WWW
分野の標準化技術をベースに，学習指導案を
学習・教授プロセスの観点から意味的処理を
可能にすることである．この達成のために以
下の三つの目標を設定する． 
(1) 学習指導案と対応する学習・教授プロセ
スモデル作成手法の確立：学習指導案に記述
されている学習・教授プロセスは授業設計時
の思考の結果として主に教師と生徒の具体

的な振る舞いが記述されていることが多い．
教師が設計時の思考をより忠実に記述でき，
負荷が高くない仕組みを構築することで，思
考結果の意図や選択理由などを記録できる
ようにする． 
(2) セマンティックウェブ技術に基づく学
習・教授プロセスの意味モデルの構築：オン
トロジー記述の標準化規格である OWLを用
いて OMNIBUS オントロジーで定義した概
念を記述することによって，学習・教授プロ
セスモデルをオープンなモデルとして公開
できる土台を作る．これによりオントロジー
工学的な妥当性を持った上で，標準化規格に
基づき活用できるようにする． 
(3) 学習・教授プロセスの意味モデルと IMS 
LD との対応付け：本研究課題で構築する意
味モデルと IMS LDの記述との対応関係を整
理することで，IMS LDの記述ガイドライン
として機能させると共に，IMS LDでの記述
内容を意味的に処理できるようにする． 
 
３．研究の方法 
本研究課題では，代表者のこれまでの成果
を基盤として，学習指導案のメタデータのた
めの学習・教授プロセスモデルの構築と，そ
れと標準化技術との対応付けによるオープ
ンなデータベースを構築する． 
研究代表者のこれまでの成果の核であり，
本研究課題遂行の鍵となるのが，OMNIBUS オ
ントロジーにおける多種多様な学習・教授理
論で提案されている教授法をそれぞれ what 
to achieve と how to achieve，つまり学習
目標(what)とその達成方法(how)に分割する
という概念化である．この概念化の特色は二
つある．一つは認知主義，構成主義など異な
るパラダイムの下で提案されている多彩な
学習・教授理論教授法をモデル化する共通基
盤を提案できることである．パラダイム間の
相違はそもそも「学習」に関する前提が異な
ると考えられているが，このモデル化では異
なる理論で提案される教授法であっても同
じ what を対象としているのなら，それらは
その what について異なる how を提案する代
替案と位置づけることができる．例えば，あ
る問題解決知識について，認知主義的に「説
明する」のも構成主義的に「解いて見せる」
のも目標(what)は共通の「学習対象を理解さ
せる」というように，教授方針に応じて代替
可能であると考えることができる．もう一つ
は，what と how の組み合わせによって，ある
学習・教授プロセスについて全体の目標から
学習者への具体的な教授行為までを一貫し
て整理できることである．つまり，全体の目
標(what)をある how によって分解し，分解さ
れた what をさらに how で分解するという繰
り返しによって一つのシナリオを構成でき
る．そして，分解された目標の妥当性は分解
の経緯を辿ることで明示化される．このよう
な構造をここでは目標分解木モデルとよび，
これを学習・教授シナリオ記述の基本モデル



とする．以上の二つの特色を利用して，学
習・教授プロセスモデルを IMS LD や OWL と
いった教育分野とWWW分野の標準化技術に基
づいてメタデータを記述し，教育意図での検
索が可能な学習指導案データベースを構築
する． 
H24 年度には，OMNIBUS オントロジーに基
づき WWW 技術による学習・教授プロセスモデ
ルの仕様策定と学習指導案検索における現
場の教師のニーズ調査を行う．ニーズ調査に
ついては，代表者がこれまでの研究で交流し
てきた東京都中学校社会科教育研究会（都中
社研）の教師を対象として行う． 
H25 年度以降は，これらの結果を元にして
学習・教授プロセスモデルの処理技術の開発
と実際のデータの収集を行う．さらに学習・
教授プロセスモデルを IMS LD 規格と対応付
け，IMS LD 記述の中に処理可能なデータを埋
め込む技術を確立する．最終的には，現場の
教師による試験的運用を通じた評価と改良
を行い，教育意図での検索を可能にする学習
指導案データベースシステムとして洗練す
る． 
 
４．研究成果 
本研究では，学習・教授プロセス指向の
検索を可能にする学習指導案データベース
の構築を目指し，学習指導案からの学習・
教授プロセスの設計意図の推定・抽出と，設
計意図による検索の結果を学習指導案と設
計意図を関連付けて表示するシステムの開
発を行った． 
学習指導案からの学習・教授プロセスの
設計意図の推定・抽出においては，連携研究
者の笠井准教授（岡山大）が開発した
FIMA-light を拡張し，サンプルとした都中社
研の学習指導案からの学習指導案からの学
習・教授プロセスの設計意図の推定・抽出を
し，OMNIBUS オントロジーに基づく学習・教
授プロセスモデルとして記述できるように
した． 
抽出された学習・教授プロセスモデルによ
って，学習指導案をそこに用いられている語
彙だけではなく，ある対象についての「意見
の多様性を認識させる」ために「各自の意見
を比較させる」「どの専門家の意見を比較さ
せる」といったように同じ目標に対しての異
なるアプローチとして区別して，検索できる
ようになる． 
そして，この結果を学習指導案だけでは無
く，そのようなアプローチの違いを示す学
習・教授プロセスモデルと対応付けて表示す
ることにより，検索結果が検索者にとって妥
当であるかを自分で判断できるようにした． 
本研究課題の成果はこのような仕組みの
枠組みの実装に留まり，十分な有効性・有用
性の検証はできなかったため，本課題終了後
も継続して研究を進めていく予定である． 
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